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1. 用語の定義
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固有名詞で本文中に説明がない用語・単位や、一般名詞のうち本報告書で特別な意味合いで使用している用語に
ついて、定義を記載。



2. 第1回竹まつり
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目的

・岸和田市内の竹資源の活用や循環を発信し、ゆめみヶ丘岸和田の魅力をPRする
地域主体のイベント。

開催期間

主なイベント

・竹の回廊観覧イベント
・竹ステージでの演奏など

主催

ゆめみヶ丘岸和田まちづくり協議会、岸和田市

2023/3/26(日)



評価対象 第1回竹まつり 2023年3月26日

一次データ 「イベント 運営事業費」
一般廃棄物：「イベント 一般廃棄物量」
キッチンカー：「売上料金」
竹に関する重量データ

原単位 産業連関表による環境負荷原単位データブック(3EID)2015

機能単位 来場者一人あたり

来場者数 岸和田市内：623人 大阪府内：105人
大阪府外：42人 全体：約770人

来場者の移動方法 岸和田市内：自家用車、徒歩
大阪府内：自家用車
大阪府外：自家用車、鉄道

二次データ 鉄道統計年報「2020年度」
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3. 研究方法(評価対象 第1回竹まつり)



◆本イベント開催時の様子
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3. 研究方法(評価対象 第1回竹まつり)
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3. 研究方法(評価対象 岸和田竹まつり システム境界)

宿泊、帰宅廃棄・リサイクル 宿泊、帰宅宿泊、帰宅

移動
会場への交通 制作・調達 移動 搬入広告宣伝移動

移動
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3. 研究方法(竹 二酸化炭素固定量の計算)

放棄竹林生態系の現存量ならびに炭素貯留量の推定に関する研究- 著 ; 後藤ら

表. モウソウチクとマダケの部位別の炭素含有率(%)

元データ
竹重量 (A t)

竹の二酸化炭素固定量の計算
竹の重量(A t)×48.9%(炭素含有率)×二酸化炭素の分子量(44)÷炭素の分子量(12)=竹の二酸化炭素固定量



 第1回竹まつりの全体のGHG排出量は、約 3.57(t-CO₂eq)。
 来場者一人あたり 約 4.64(kg-CO₂eq /人)。
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4. 研究結果(第1回竹まつり 全体GHG排出量)
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 来場者のGHG排出量は、4.85E+00(t-CO₂eq)となっていた。
 お土産代の購入費や、飲食費の購入費などの負荷が大きくなっている。
移動については、大阪府内からの排出量が大きくなっている。
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4. 研究結果(来場者 GHG排出量)
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 主催者全体のGHG排出量は、約1.13E+00(t-CO₂eq)。(岸和田まちづくり協議会の排出量が
約1.12E+00(t-CO₂eq)となっていた。)

 ステージ周り(音響)に関する負荷が最も大きくなっている。
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4. 研究結果(主催者 GHG排出量 ゆめみヶ丘岸和田まちづくり協議会)
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 第1回竹まつりはHANAZONO EXPOや岸和田だんじり祭りと比較すると、竹の二酸化炭素排出量
が固定されたことにより、GHG排出量がマイナス換算されるようになった。

 したがって、第1回竹まつりは来場者一人あたりで他イベントと比較すると、環境に良いイベントだと
言える。
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5. 他イベントの比較(来場者一人あたり)
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結論
●岸和田竹まつりのGHG排出量は、約3.57(t-CO₂eq)。来場者一人あたりの排出量で、

約4.64(kg-CO₂eq/人)であった。

限界
●出展者側で販売されている一つ一つ販売物について、考慮できていなかった。

6. 結論、限界

●来場者 : お土産などの物品については、環境配慮した製品を使用する。

飲食店で出されるメニューについては、現地調達の食材の使用を行う。
来場者の移動については、自家用車ではなく、シャトルバスなどを手配して、来場者の
自家用車の使用を減らす。

●竹 : 竹については、捨てるのではなく、竹を再利用することが望ましい。

●出展者の移動について、一つのブースごとの移動手段やシナリオについて、詳細に分析を
行えていなかったこと。
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7. 竹まつりでの提案

岸和田竹まつりでは、環境的な側面では一度使用した竹を捨てることはせず、
再利用するなど、竹を今後も使い続けることが重要である。

岸和田の竹は、アドベンチャーワールドでのバンブーアートに使われている。
(5000本の竹を使ってバンブーアートを完成予定。)

岸和田の竹を使った取り組みについて、情報発信していくことが重要。
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